
弱溶剤２液ハイクラス屋根用塗料

スーパーシャネツサーモ



お家を守る『塗膜』にダメージを与えるのは

ＰＨ

太陽光（紫外線）

これらの劣化要因に対抗できる塗料を選ぶべきです

ＰＨ ＰＨ

雨（水） 熱



思った以上に屋根の環境は苛酷そのものです

太陽光（紫外線） 雨（水） 熱

同じ建物でも、屋根と外壁の環境は全く違います！



屋根の保護機能を喪失した場合の起こりうるリスク

ここが
ﾎﾟｲﾝﾄ!

ご存知
ですか

苔・藻・カビ 雨漏り

築10年以上の屋根には苔・藻・カビが発生
していることが多く、放置すると常に湿気を
帯びてる状態になり下地劣化が加速します。

ここが
ﾎﾟｲﾝﾄ!

ご存知
ですか

塗膜劣化が進んでいる場合が多く、本来の
防水機能が大幅に低下してます。その場合、
素地自体を痛め、雨漏りが発生する場合も。

屋根の塗膜は７年経過した頃から劣化し始
めています。メンテナンスでは高耐候性・高
遮熱性の塗料での保護塗装が重要です。

屋根下地自体の防水機能の回復が最優
先事項です。タスペーサー等を活用した
しっかりとした雨じまいが必要です。



屋根の保護は「高耐候性」・「高遮熱性」が必須です
スーパーシャネツサーモSiスーパーシャネツサーモF

耐用年数

13～16年

遮熱

特殊
無機顔料

耐用年数

16～20年

遮熱

特殊
無機顔料

フッ素 シリコン



『２液形』だから塗膜が緻密化して丈夫になる

＜ ＜

建物の中でも、屋根は紫外線（塗料分子を破壊する高いエネルギー）や風雨な
どの過酷な環境に曝されている分、外壁以上に劣化しやすい箇所と言えます。

劣化に強い高グレードな塗料を選択することが重要です

サーモFは耐候性に優れた「４Fフッ素樹脂」を採用
塩素結合をフッ素結合に置き換えて性能向上



ここが
ﾎﾟｲﾝﾄ!

ご存知
ですか

昼間に屋根材の表面温度が上昇すると蓄熱してしまい、夜になっても温度が
下がりきれず蒸し蒸しした不快な暑さが続きます。特に２階は影響度大です。

温度上昇の原因である近赤外線を遮熱塗料で反射して、屋根材の
表面温度をできるだけ上げないことが効果的です。

保護

快適



従来の黒系色は塗膜表面温度
が上昇してしまうのは色の特性
上しょうがないとされてきました。

一般塗料・従来の遮熱顔料 特殊無機顔料

黒系色は近赤外線を 黒系色も近赤外線を屋根表面の 屋根表面の

業界最新技術により、黒系色で
も塗膜表面温度が上昇しにくい
をついに実現しました！！

つまり つまり



※顔料によっては、外壁の『美観性』が台無しに

有機顔料の
紫外線照射実験

上：紫外線照射

下：紫外線未照射

有機顔料は紫外線で
耐候性が弱い色から
破壊され変色する

塗料を様々な色味に
着色する原料

顔料とは 有機顔料とは 無機顔料とは

「鉱物顔料」とも言われ、耐候性に
優れており、色飛びが少ない傾向
がある

石油から構成される合成顔料。
一般的に耐候性が低く、色飛び
が発生しやすい傾向がある



全10色は無機顔料の含有量が95％以上だから安心

特殊無機顔料一般的な遮熱顔料

一般的な遮熱顔料は、黒色
を調色する際、有機顔料３色
を混色して色を作ります。

色によって耐候性に差がある
ため黄→赤→青の順番で色
飛びが発生します

当塗料の遮熱顔料は、黒色
を調色する際、無機顔料の
黒色単色で色を作ります。

混色ではないため、色飛びが
発生しにくいのが特徴です。
発色も「漆黒の黒」です。

市場に出回る大半の塗料が有機顔
料での混合調色です。

コストが安くなるというメリットはあり
ますが耐候性が気になります。

過酷な環境の屋根こそ、技術進歩
の結晶である「新技術」が投入され
た「特殊無機顔料」にこだわるべき
です。

無機顔料もっと詳しく



近赤外線域
日射反射率

70％

60％

50％

40％

10％

9110 クレタグレー

全日射：42.8％（近赤外線：63.8％）

9113 ラセットブラウン

全日射：31.5％（近赤外線：60.7％）

9116 グリーンレイバー

全日射：26.9％（近赤外線：52.9％）

9111 カーボングレー

全日射：24.5％（近赤外線：48.6％）

9118 バーガンディー

全日射：24.8％（近赤外線：49.7％）

9112 エバーグリーン

全日射：23.4％（近赤外線：48.2％）

9117 ミッドナイトブルー

全日射：22.3％（近赤外線：46.8％）

9114 キャビアブラウン

全日射：22.6％（近赤外線：46.7％）

9115 マホガニー

全日射：22.9％（近赤外線：46.6％）

9119 トゥルーブラック

全日射：21.2％（近赤外線：45.2％）

30％

20％

一般塗料

近赤外線：6％程度

全日射とは

太陽光の波長のうち、紫
外線・可視光線・近赤外
線すべての波長域におけ
る波長の反射率。

近赤外線とは

太陽光の波長のうち、近
赤外線の反射率。

温度上昇に関係するのは
こちらであり注目すべき。

大切なのは、顔料の近赤外線反射率と耐候性のバランス

顔料の違い

一般的に、

有機顔料は明度の関係
で日射反射率が高いが、
耐候性が低い傾向にある。

無機顔料は日射反射率
が低いが、耐候性は高い
傾向にある。

比べてください！
同じ黒系塗料でも反射効果の差は歴然！！



屋根塗料も違いをしっかり把握してから選択しましょう

一般的な屋根の状況

◎面によって劣化程度が異なる

◎同じ面でも劣化程度が異なる

同じ建物の屋根でも降り注ぐ紫外線量に
よって南面・北面などで程度は異なる。
総じて南面の劣化がひどい場合が多い。

黒い部分は既存旧塗膜
・下塗りの下地への吸い込みは軽い
白い部分は下地素地が露出
・下塗りの下地への吸い込みは激しい
・１度塗りでとまらない場合が多い
・上塗りに影響を及ぼし劣化要因の１つ

浸透力不足
下塗りが下地に深く食いつき適正な
膜厚確保が必須条件。商品によって
は浸透力が不足している場合も・・・

塗布回数ミス
劣化が極端に激しい箇所は、仕様通
りの塗布回数であっても下地内に吸
い込まれてしまい膜厚不足の場合も

人為的ミス
下塗りが透明の場合、どこまで塗布
したか、吸い込みが本当にとまったか
を正しく目視しきれないことが・・・



下塗りにも遮熱機能

劣化部分２回塗りの効果

施工時の視認性

■下塗りは白かグレーだから塗り忘れがゼロに

■劣化が激しい部分は２回塗り、より丈夫な塗膜を形成

■上塗り材を透過した近赤外線を下塗りが反射

高い浸透力

■浸透力が高い弱溶剤タイプ

[下塗]

[機材]



スレート瓦は、瓦と瓦のタテのつなぎ目から入った
雨水を下の瓦が受け止め、瓦の重なり部分の隙間
から排出することにより、野地板や屋根裏への、水
の浸入を防ぎます。

塗り替えしたとき、瓦の重なり部分に塗料が溜まっ
て場合、雨水の排水口がなくなり水が毛細管現象
で逆流してしまうことも。
そのため、溜まった塗料に切り込みを入れ、雨水の
排水口を作る「縁切り」という作業を行う必要があり
ます。



タスペーサーは瓦と瓦の重なり部分に挿入する機
材です。これにより重なり部分に隙間を確保するこ
とができ、塗料の溜まりにより発生する野地板や屋
根裏への雨水の侵入を防ぎます。

従来の縁切りは塗装後に皮スキやカッターを使っ
て行っていたため、塗膜表面にキズや汚れを発生
させることがありました。対してタスペーサーは差込
む作業だけであるため、キズや汚れの発生を防ぎ
美しく仕上げることが可能です。


